
学  則 
1 事業所の名称及び

所在地 

株式会社 ケイ・エフ・ティー 
群馬県伊勢崎市中央町 14 番 1 号 

2 研修事業の名称 株式会社 ケイ・エフ・ティー 介護職員初任者研修 通信 
3 研修課程及び形式 介護職員初任者研修課程（通学・通信） 
4 開講の目的 今後ますます、需要の増える介護事業の人材育成のため。 

「利用者様主義」をモットーとした質の高い介護職員の養成事業所

として開講をする。 
5 研修責任者氏名 
 研修担当者及び

連絡先 

研修責任者・担当者：原 功和 
事務所：群馬県伊勢崎市中央町 14 番 1 の 2 
    デイサービス 桃の木内 
    電話番号：0270-61- 

6 受講対象者（受講

資格 
伊勢崎市及び近隣にて在住で研修のすべての講義に出席できる者 
定員 20 名 

7 応募方法（募集開

始時期・受講決定

方法を含む） 
 受講手続き及び

本人確認方法 

募集開始：開講日の 2 ヶ月前より一般公募する。 
募集方法：広告、自社ホームページで対応。 
申し込み方法：受講希望者に募集要項とカリキュラムを送付。 

申込書に動機を記入し送付又はＦＡＸする。 
選考基準：・受講動機が明確 

・ 福祉の仕事に興味がある、あるいは働きたいなど 
受講手続：受講申込後、入金の確認を持って最終手続きとする。 
本人確認：受講日までに公的証明書のコピーを提出してもらう。 
     （運転免許証・健康保険者証など） 

8 受講料、テキスト  
 代 

１０６，３００円 
（内訳）受講料１００，０００円 テキスト代６，３００円 

9 研修カリキュラム 別 紙 
10 通信形式の場合 
 その実施方法 
○ 添削指導及び面

接指導の実施方

法 
○ 評価方法及び認

定基準 
○ 自宅学習中の質

疑等への対応 

①研修初日の講義（職務の理解）後、にオリエンテーションを実施  
 し添削課題、解答用紙、返信用封筒を配布。テキストの使用及び、

学習方法について伝える。 
②決められた日までに解答を提出する。（課題については必ず関連

の講義前に解答用紙を提出してもらい、事前学習の位置づけを明

確にする。また、講義の中で課題について触れ定着度を高める。 
③添削指導の認定基準は、理解度に高い順にＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの 4 区

分で評価し、Ｃ以上の基準を満たしたものを認定する。 
④Ｄ69 点以下は不合格として合格するまで再提出する。（間違った



解答については受講生に直接丁寧に指導していく。 
⑤自宅学習中の質疑等は解答用紙、電話、ＦＡＸ等で担当講師が回

答する。質問用紙をオリエンテーション時に配布する。 
11 研修会場 
（名称及び所在地） 

○ 372-0042 群馬県伊勢崎市中央町 14 番 1 の 2 
電話 0270-61- 
『デイサービス 桃の木』 
 

12 使用テキスト 「介護職員初任者研修課程」（日本医療企画） 
13 研修修了の認定 

方法 
修了認定は 
① 講義及び演習等の全課程に出席し、課せられた全添削課題が合

格基準のＣ70 点以上の者。 
② 実習日誌（2 日分）を提出し、日誌については研修を通じて学

んだこと、実習目標が明確でかつ振り返りができているもの。 
③ 生活支援技術の習得度評価においては 

Ａ：基本的な介護が的確にできる 
Ｂ：基本的な介護が概ねできる 
Ｃ：技術が不十分 
Ｄ：全くできない 
に分けＡ・Ｂ以上を合格とする。 

④ 全科目の修了時に、1 時間の筆記試験による修了評価を実施す

る。 
Ａ：100～90 点 Ｂ：90～80 点 Ｃ80～70 点 Ｄ70 点未満 
上記の評価基準により、Ｃ以上を基準を満たした者として認定

する。 
⑤ 上記①～④までの全てにおいて認定基準を満たした受講生に対

して、介護職員初任者研修を修了したことを証する「修了証明

書」を株式会社 ＫＦＴが交付します。 
⑥ 修了評価試験での基準以下の扱い 

担当講師が補講を実施し、再試験を実施する。 
補講料金 ５，０００円  再試験 ５，０００円 

14 欠席者の取り扱

い（遅刻・早退含む） 
補講の取り扱い 
（実施方法及び費

用等） 

欠席者の取り扱い 
補講：①やむを得ず講義を欠席する場合、欠席時と同じ時間数の補

講を受け担当講師が受講認定を行い補講終了とする。 
    1 科目２，０００円 
   ②生活支援技術の場合、原則として実習前に担当講師が欠席

時間分の補講を行い、取得度評価がＢ以上の評価でかつ講



義内容とテキストを参考に学科レポートを提出する。担当

講師が受講認定を行い補講終了とする。介護技術の補講代

金は２，０００円 
遅刻・早退の扱い 
 10 分以上の遅刻・早退は欠席になる。 
 補講については欠席者と同様の補講を受ける。 

15 科目免除の取り

扱いとその手続

き方法 

免除科目の取り扱いなし。 

16 解約条件および

返金の有無 
受講の取りやめ（解約）については申込後直接連絡をする。 
① 受講料が入金されていない場合の解約は直接連絡をすることで

解約とする。 
② 受講料金入金後の解約に対しては、5 日前までは 100％、開講

日 2 日前は 50％、前日は 30％とし、講義開講後については返

金できないものとする。 
当社からのキャンセル（中止について） 
① 応募者が 3 名に満たない場合は開講を中止とする。 
② 受講態度不良による受講中止処分の場合は受講料の返金はない

ものとする。 
17 情報開示の方法 株式会社 ケイ・エフ・ティー 教育事業部 ホームページにおい

て以下の内容を開示する （http://www.fukushi-school.jp） 
① 研修機関情報 

【法人情報】 
・ 法人格、法人名称、住所等 ・代表者名、取締役名 
【研修機関情報 事業概要】 
・ 事業所名称、住所等  
・ 理念  
・ 学則 
・ 研修施設、設備 

② 研修事業情報 
     【研修の概要】 

・ 対象 ・研修のスケジュール 
・ 定員と指導者数 
・ 研修受講までの流れ（募集、申込） 
・ 費用 
・ 留意事項、特徴、受講生へのメッセージ 

http://www.fukushi-school.jp/


【責任者】 
・ 責任者名 
【研修カリキュラム 通信 修了評価】 
・ 科目別シラバス・科目別担当教官名 
・ 科目別通信、事前、事後学習とする内容及び時間 
・ 通信課程の教材、指導体制、指導方法、課題 
・ 修了評価の方法、評価者、再履修等の基準 
【実習施設】 
・ 協力実習機関の名称、住所 
・ 協力実習機関の介護保険事業の概要 
・ 協力実習機関の演習担当者名 
・ 実習プログラム内容、プログラムの特色 
・ 実習中の指導体制、内容 
・ 協力実習機関における延べ人数 

③ 講師情報 
・ 名前・略歴、現職、資格 

④ 連絡先等 
・ 申し込み・資料請求先 
・ 法人の苦情対応者名、役職、連絡先 
・ 事業所の苦情対応者・役職、連絡先 

⑤ 質を向上させるための取り組み 
・ 自己点検活動について 
・ 研修について研修生の声 
・ 事業所アンケート 
・ その他の取り組み 

18 受講者の個人 
情報の取り扱い 

受講者の本人確認時の提出書類、申込書提出時の個人情報について

は、実習を実施する事業所と実績報告書提出に伴う修了者名簿は介

護保険施行令第 3 条第 2 項第 2 号イの規定により兼に提出するため

に使用することをオリエンテーション時に説明する。 
19 修了証明書を亡

失・き損した場合

の取り扱い 

亡失、き損した場合 
① 受講者本人により再発行依頼をうけ、当事業所の「再発行依頼

書」に必要事項を記入し提出する。 
※ 但し、氏名の変更に関しては再発行しないものとする。 
※ 手数料は徴収しない。 

20 その他研修実施

に係る留意事項 
・退校処分の扱い 
 学習意欲が著しく欠け、修了の見込みがないと認められるもの。 



研修の秩序を乱し、他の受講生の授業の妨げとなる状態が続き研修

責任者の指導があっても講座を継続することが難しいと判断した

場合。 
・実習前には実習誓約書を提出し、実習が適切に行われるように指

導する。 
 

 


